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2月 1 日現在

世帯数 7 ,919(+11) 

人口 22，642(+ 3) 

男 10，850(+ 6) 

女 11 ，792 (ー 3)



重
信
町
で
は
、
町
民
レ
ベ
ル
で

の
国
際
友
好
を
目

指
し
、
一
月

二

十
一
日
か
ら

三
泊
四
日
の
日
程
で

中
国
(
上
海

・

蘇
州
)
を
訪
問
す
る

第

一
回
「重
信
町
国
際
友
好
の
翼
」

が
実
施
さ
れ
ま
し
た。

二
十

一
世
紀
を
目
前
に
し
て
、

地
域
で
の
国
際
化
が
進
展
し
て
い
く

な
か
で
、

一
人
で
も
多
く
の
町
民
の

方
に
、
海
外
に
触
れ
国
際
感
覚
を

養
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
昨
年
十

月
参
加
者
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

数
日
の
内
に
百
人
を
超
す
申
し
込

み
が
あ
り
、
町
民
の
国
際
交
流
へ

の
関
心
の
高
さ
が
伺
えま
し
た
。

一
月
二
十
一
日

、
町
民
百
十
五

/

J

S
 

会
で
は
今
回
の
訪
問
の
目
的
で
あ

る
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー

を
行
い

、

太

極
拳
を
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
方

ゃ
、
中
国
国
際
交
流
協
会
の
方
約

四
十
名
を
招
待
し
て
、
友
好

、

親

善
を
深
め
ま
し
た
。

今
回
、
三
泊
四
日
の
短
い
訪
問
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、

一
人
で
も
多
く

の
町
民
の
方
に
海
外
に
触
れ
て
も

ら
う
と
い
う

「国
際
友
好
の
異
」の
目

的
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

か
な
り
の
ハ
l

ド
ス
ケ
ジ
ュ

ー

ル
で
し
た
が
、
全
員
が
無
事
に
訪

問
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た

、
何
年
か
先
に
こ
の
地
を
訪

問
し
た
い
と
願
い
な
が
ら

、

二
十

四
日
午
前
、
上
海
を
後
に
し
ま
し

た
。

115人訪問

みぞれ降るなか留園観光

-蘇州j ヘ中国「上海

人
を
乗
せ
た
「友
好
の
翼
」
は
、
中

国
東
方
航
空
機
で
一
路
中
国
へ
。

二
十
二
日
、
蘇
州
で
は
、
今
年

初
め
て
の
雪
の
中
、
寒
山
寺

、

虎

正
斜
塔
、
ま

た
中
国
四
大
名
聞
に

あ
げ
ら
れ
る
拙
政
園

と
留
園
を
訪
れ
、
中

国
の
伝
統
文
化
に
触

れ
ま
し
た
。

二
十
三
日
、
上
海

で
は
、
早
朝
、
現
地

の
人
と
魯
迅
公
園
(
虹

口
公
園
)
で
太
極
拳
を

体
験
し
、

一
大
商
工

業
施
設
の
集
積
地
、

浦
東
開
発
区
を
訪

れ
、
こ
こ
で
は
中
国

の
近
代
化
の

一
面
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
最
後
の
夕
食

、、、

寒山寺において記念撮影



初
め
て
の
園
、

中
国
J

高
須
賀
ト
シ
工

よ
く
降
っ
た
雨
も
あ
が
り
、
九

時
三
十
分
松
山
空
港
を
た
ち
関
西

空
港
に
て
出
国
手
続
き
を
す
ま
せ
、

上
海
へ
向
か
い
ま
し
た
。
空
路
二

時
間
も
あ
っ
と
い
う
聞
に
過
ぎ
、

上
海
空
港
に
着
い
た
私
達
を
迎
え

て
く
れ
た
の
は
熱
烈
歓
迎
の
横
断

幕
で
し
た
。

専
用
パ
ス
に
て
田
園
地
帯
を
走

り
日
も
落
ち
た
頃
、
蘇
州
の
ホ
テ

ル
に
到
着
。
途
中
ガ
イ
ド
さ
ん
の

説
明
に
よ
れ
ば
電
灯
は
農
家
各
家

庭
に
一
灯
し
か
な
く
、
暖
房
は
湯

た
ん
ぽ
程
度
で
風
俗
の
変
わ
っ
て

い
る
事
を
味
わ
い
ま
し
た
。

翌
日
は
み
ぞ
れ
ま
じ
り
の
中
を

一
日
傘
を
持
ち
、
終
日
蘇
州
市
内

を
観
光
。
張
継
の
詩
で
有
名
な
寒

山
寺
に
あ
る
鐘
は
明
治
時
代
に
日

本
か
ら
贈
ら
れ
た
も
の
で
、
大
晦

日
に
こ
の
鐘
を
ひ
と
つ
つ
く
と
十

年
若
返
る
と
い
い
伝
え
が
あ
る
と

の
事
、
蘇
州
の
街
に
響
く
鐘
の
音

と
共
に
訪
問
団
は
十
年
ま
た
は

三

十
年
若
返
っ
て
来
ま
し
た
。

次
に
中
国
の
四
大
名
園
の

一
つ

の
拙
政
園
と
留
園
、
ま
た
虎
丘
な

ど
の
庭
園
巡
り
を
し
、
魅
力
は
っ

き
ま
せ
ん
が
、
上
海
へ
向
か
い
夜

は
上
海
雑
技
団
の
演
技
を
見
学
し

中
ま
1
レ
れ
ん
。

第
三
日
目
は
、
の
ん
び
り
と
し

た
農
村
風
景
が
広
が
っ
て
い
る
七

宝
鎮
地
区
で
農
村
工
業
住
宅
地
帯

の
ビ
デ
オ
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
、

大
歓
迎
さ
れ
、
職
員
の
方
か
ら
流

暢
な
日
本
語
で
浦
東
開
発
区
が
め

ざ
ま
し
く
発
展
し
て
い
る
説
明
を

う
け
ま
し
た
。

山
水
と
呼
ば
れ
る
珠
園
を
見
た

後
、
二
年
前
に
オ
ー
プ
ン
し
た
上

海
博
物
館
へ
案
内
さ
れ
ま
し
た
。

新
石
器
時
代
か
ら
現
代
に
い
た
る

貴
重
な
文
物
が
十
万
点
以
上
所
蔵

さ
れ
、
特
に
青
銅
器
や
陶
磁
器
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
、
展
示
物
が

充
実
し
て
い
た
の
に
驚
き
ま
し
た
。

最
後
の
夜
は
、
上
海
料
理
の
さ

よ
な
ら
パ
ー
テ
ィ
ー
に
中
国
国
際

交
流
協
会
、
太
極
拳
愛
好
会
の

方
々
も
参
加
し
、
和
気
あ
い
あ
い

と
交
流
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

上
海
の
夜
景
を
見
学
し
、
ま
た

当

地
の
デ
パ
ー
ト
に
て
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
を
し
、
翌
朝
ホ
テ
ル
を
後
に
し

ま
し
た
。
飛
行
機
の
中
で
は
、
中

国
で
の
四
日
間
を
振
り
か
え
り
な

が
ら
快
い
疲
労
感
に
浸
っ
て
い
ま

し
た
。

こ
れ
を
機
会
に
今
後
ま
す
ま
す

日
中
友
好
の
輪
を
広
げ
た
い
と
思

い
ま
す
。
一
同
元
気
に
大
変
有
意

義
な
旅
が
で
き
、
団
長
さ
ん
は
じ

め
、
お
世
話
し
て
い
た
だ
い
た

方
々
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

お
と
な
り
の
国
ヘ

ニ
イ
ハ
オ
!

橋
本
多
賀
子

今
回
の
旅
行
は
、
観
光
と
共
に

経
済
視
察
や
農
業
見
学
、
中
国
の

人
と
の
交
流
も
含
ま
れ
る
魅
力
あ

る
内
容
で
、
三
十
代
か
ら
八
十
代

ま
で
幅
広
い
世
代
の
参
/
加
が
あ
り
、

総
勢
百
十
五
名
も
の
大
所
帯
の
視

察
団
と
な
り
ま
し
た
。

二
十
二
日
、
流
暢
な
日
本
語
ガ

イ
ド
と
共
に
寒
山
寺
、
虎
丘
塔
、
四

大
名
園
の

一
つ
拙
政
園
と
留
園
は
、

池
と
建
物
、
築
山
風
の
太
湖
石
と
の

調
和
が
美
し
く
、
折
か
ら
の
み
ぞ
れ

交
じ
り
の
雨
模
様
は
、
ま
る
で
水
墨

太極拳に挑戦

画
の
世
界
で
し
た
。
ま
た
、
蘇
州
と

い
え
ば
刺
繍
、
特
に
両
面
刺
繍
は

精
巧
で
、
実
際
に
、
金
魚
の
ヒ
レ
部

分
の
透
明
感
を
表
現
す
る
技
法
は

驚
く
ほ
ど
繊
細
で
し
た
。

見
学
と
買
い
物
の
後
、
上
海
へ

と
出
発
、
道
路
は
自
転
車
で
あ
ふ

れ
、
パ
ス
は
、
す
ご
い
交
通
渋
滞

に
巻
き
込
ま
れ
ま
し
た
。
ガ
イ
ド

さ
ん
に
よ
る
と
、
中
国
で
の
運
転

条
件
は
勇
気
が
一
番
と
の
話
に
車

内
は
大
爆
笑
で
し
た
。
渋
滞
と
ク

ラ
ク
シ
ョ
ン
に
ハ
ラ
ハ
ラ
し
た
後
、

上
海
の
劇
場
で
雑
技
団
を
見
物
、

人
間
技
と
は
思
え
な
い
ア
ク
ロ
バ

ッ
ト
や
曲
技
に
拍
手
か
っ
さ
い
、

や
た
ら
肩
の
凝
っ
た

一
日
で
し
た
。

二
十
三
日
、
吐
く
息
も
冷
た
い
早

朝
五
時
、
虹
口
公
園
で
の
太
極
拳
交

流
に
参
茄
し
ま
し
た
。
私
達
も
見
ょ

う
見
ま
ね
で
体
験
し
ま
し
た
が
、

徐
々
に
体
が
暖
ま
り
寒
さ
を
忘
れ
る

ほ
ど
壮
快
な
気
分
に
な
り
ま
し
た
。

朝
食
後
、
上
海
浦
東
経
済
国
際

交
流
セ
ン
タ
ー
へ
経
済
視
察
訪
問
。

浦
東
地
区
は
中
国
政
府
の
総
合
開

発
計
画
で
、
世
界
の
金
融
や
貿
易

商
業
の
中
心
地
と
し
て
発
展
し
て

い
る
等
、
ビ
デ
オ
紹
介
を
交
え
て

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

七
宝
鎮
地
区
で
の
農
村
見
学
は

見
渡
す
限
り
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

の
波
。
チ
ン
ゲ
ン
菜
、
ホ
l

レ
ン

」

草
を
自
然
農
法
で
栽
培
し
て
お
り
、

農
業
地
帯
の
合
理
的
な
近
代
化
の

様
子
が
見
え
ま
し
た
。

人
民
広
場
に
あ
る
上
海
博
物
館

で
は
、
中
国
三
千
年
の
歴
史
を
物

語
る
収
蔵
品
の
数
々
に
驚
き
と
感

銘
を
受
け
ま
し
た
。
友
誼
商
店
で

の
買
い
物
は
電
卓
片
手
に
ご
元
日

一
六
円
)
値
段
の
交
渉
、
時
に
は
半

値
に
な
る
こ
と
も
あ
り
、
面
白
い

体
験
を
し
ま
し
た
。

中
国
最
後
の
夜
は
、
訪
中
視
察

団
さ
よ
な
ら
パ
ー
テ
ィ
が
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
上
海
国
際
交

流
セ
ン
タ
ー
所
長
を
代
表
に
四
十

名
の
中
国
の
人
達
を
交
え
た
会
食

は
、
初
対
面
同
志
お
互
い
に
緊
張

し
て
い
ま
し
た

。

け
れ
ど
も
理
解

し
合
う
気
持
ち
が
あ
れ
ば
心
に
伝

わ
り
ま
す
。
テ
ー
ブ
ル
の
あ
ち
こ

ち
か
ら
笑
い
声
や
歌
が
聞
こ
え
て

来
る
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
交
流

会
で
大
成
功
で
し
た
。

三
泊
四
日
の
短
期
間
の
日
程
で

し
た
が
、
活
気
に
満
ち
た
中
国
の

人
々
や
自
然
の
姿
に
、
現
在
、
私

た
ち
が
忘
れ
か
け
た
も
の
に
対
す

る
郷
愁
を
呼
び
覚
ま
し
、
何
が

一

番
大
切
か
を
考
え
さ
せ
て
く
れ
た

貴
重
な
旅
行
で
し
た
。
お
世
話
に

な
っ
た
多
く
の
方
々
に
深
く
感
謝

し
、
重
信
町
国
際
友
好
の
翼
の
第

二
回
に
期
待
し
ま
す
。
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平
成
十
年
度
に
小
学
校
へ
入
学
さ

」

れ
る
児
童
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
、
お

一

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
の
重
信
町
内
小
学
校
へ
の
入

一

学
児
童
は
(
平
成
三
年
四
月
二
日
か

ら
平
成
四
年
四
月
一
日
の
間
に
生
ま

」

れ
た
子
供
)
二
百
三
十
五
人
で
す
。

一

既
に
町
教
育
委
員
会
か
ち
就
学
通
知

一

書
を
送
付
し
て
お
り
ま
す
が
、
病
気

圃

北
伯井鍋田 男 =t:' 

剛佑国幸 天I;() 井Eコ

村巳輔水盛=宏白早 時
上田上演瀬

敏隼和

大亮翼人紀 計95人

恒岡島松水松白菅

岡田田友田末 戸本

峻浩秀康浩直昌将

介希斗品平樹広也

渡神菊森玉水田江森片樋熊和水丹坂
生

部野池 井崎丸島 山 口 田田谷口

裕期具玉貴俊裕弘達貴万碩混将尚広

貴太博貴希平人樹也史也生佑聖宏平

藤高戒坪菅平近水高福宮橋恩鎌黒武

田須能内能岡藤野田山本本地田河田

貴 涼大裕雄陽和裕崇弘

武一典佑希心大貴亮祐樹凌史嗣拓樹

女
羽
入

植
田
蕗

林
千

尋

中
重
美
都
季

篠
原
早
代

大
平
手
会
美

浅
倉
愛

近
藤
友
里

横
山
有
沙

西
原
ち
ひ
ろ

沖
莱
弥

高
橋
早
苗

四
宮
恵
理
子

横
手
裕
衣

兵神中柿和埜水新白今土大高長藤桑

頭岡島原田下田田石井居西翼団村原
由絵き千奈 真 者 亜完絢仁成 真 ま

美理美紘々実子萌葵美子子美美妃み

田加大中奥井白山中 一和森 城石佐和
野
岡藤野村 川 上溝中田橋田回石橋藤田

里奈絵 茂麻 陸 彩 映亜恵絵 真
梨 由央

穏波花 礼 子美綾実望乃萌美美 美梨子

北吉井幼稚園

園稚
官
幼井士

口
b
v
u
 

J
E
q
 

曲

日

同
双葉保育所

双葉保育所

武佐森野高野西越高高高

智伯 上市首田智橋橋富 男
11 

慎正期涼健朔直裕潤駿亮 人

平和次平也太人貴 一 輔介

武倉大大

智瀬森川 女

里美雪里 丈
緒樹乃沙

志
小
学
校

計15人
南吉井保育所
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男
日
人

戒
能
智
成

菅
原
宗
平

山
内
徹

渡
部
恭
平

中
村
巧

南
吉
井
小

t
点
一
肌

竹
内
賢
太

郎

越
智
啓
太

栗

山

競
士

清
水
政
孝

荻
野
耕
平

武
市
元
介

河平桝柴棲河紙大坂

村岡田田井野崎西本

伸優琢 大智諒佑拓

也介也朔樹大大育 也

東小渡高佐泉泉浅葛白渡谷長平高海井 山 木

椋部妻名市市 山 原石部 川 康松瀬稲口内村
智崇真 大大魁海裕佳功和 佳壁祥連太

洋雅平朔駿樹地人士輝祐樹人剛孝介平 也 郎

問久浅葛高新西 加杉岡田明渡近牧重田上相

島米倉原雲立岡藤野本中賀遁藤 松中岡原
卓雄裕達勇哲貴 輝 卓太晃辰賢力貴泰一

哉大希 也矢也司峻希晃志亮大哉郎 也 大之貴

瀬石高大渡柏町 仲 三古水池中芝池東 八

川 崎雲南遺 田下木谷口内岡 川 女 塚
山...J...... _,_._ ~/ ....:a,.L... J.::J::�.. ~/ 53 

晶智来友手綾美三喜恵患花彩美綾彩 人 隼

子子美佳り乃鈴き子理子絵香里子香 人

菊 山 横冨武渡柴戒池山渡井武戒 山 佐安瀧坂

池本田永智部田能回阿部門知能 内 藤下本本

恵利美智 亜奈有晴あ彩美あ千美七あ瀬桂
佐 お沙か有か

夢奈子佳央海緒紀菜い華紀ね紀穂海ね奈子

笹 山 和渡倉高事高日渡阿松穴岡林渡菅束

木田田 橋岡田原野部蘇弘吹田 部野村

若美千智璃良 麻歩奈亜愛美麿 比 み智恵
帆 里奈な奈

莱紀春未 帆子望衣莱実伊子幸奈子み美里

佐仙八松大重

伯波木本塚松 男

八「マ、 守和広 史
説、Y^-< 卓幸郎 也 遼大

{ij，窃 v - 富佐高森久青谷
会v1 永伯富 保江口 女

佳麻千こ紫由由 ?
那衣波宮苑起恵 ハ

上
林
小
学
校

計13人
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コ
ン
ニ
チ
ワ

教
育
委
員
会

教
務
課
で
す

役
場
各
課
紹
介
の
第
十
一
回
目

と
な
る
今
回
は
、
教
育
行
政
に
関

す
る
事
務
を
取
り
扱
っ

て
い
る
教

務
課
で
す
。

教
務
課
は
、
町
民
会
館
内
に

事

務
室
が
あ
り
ま
す
。

教
務
理
L
は
ど
の
よ
う
な

係
が
あ
り
ま
す
か

総
務
係
と
学
校
教
育
係
が
あ
り

ま

す
。

そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な

仕
事
を
し
て
い
ま
す
か

ロ
貝

職課
乙一概

総
務
係
は

、

町
内
の
各
幼
稚

園
・

小
中
学
校
の
施
設
や
教
具
そ

の
他
設
備
の
管
理
や
教
職
員
並
び

に
教
育
機
関
職
員
の
資
質
と
指
導

力
向
上
を
目

的
と
し
た
研
修
会
等

を
行
っ

て
い
ま
す
。

学
校
教
育
係
は

、

児
童

・

生
徒

の
就
学
、
転
校
や
幼
稚
園
へ
の
就

園
事
務

、

豊
か
で
た
く
ま
し
い

心
・
地
域
に
親
し
み
愛
す
る
心
の

育
成
の
た
め
に
道
徳
教
育

・

郷
土

教
育

・

福
祉
教
育
等
々
の
充
実
、

心
身
に
障
害
等
を
持
つ
児
童
生
徒

の
た
め
に
、
教
育
相
談
の

実
施
、

ま
た
、
現
代
社
会
に
お
け
る
情
報

化
・
国
際
化
に
対
応
し
、
小
中
学

校
へ
の
パ
ソ
コ
ン
導
入
や
英
語
指

導
助
手
の
招
致

、

中
学
生
海
外
派

遣
事
業
等
、
よ
り
一
層
の
充
実
を

図
っ
て
い
ま
す

。

幼
稚
園
に
お
い

て
は

、

平
成
九
年
度
か
ら

三
才
児

保
育
の
実
施
に
よ

り
多
く
の
園
児

を
迎
え
入
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
遊

具
等
施
設
整
備
に
加
え
、
園
児
の

仲
間
づ
く
り
等
に
お
い
て
も

充
実

し
た
も

の
に
な
る

よ

う
努
め
て
お

り

ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
へ
の

お
願
い

住
民
票
に
変
更
が
生
じ
た
場
合

(
住
所
異
動
、
氏
変
更
)、

教
育
に

関
す
る
ご
相
談
は
、
お
気
軽
に
教

育
委
員
会
ま
で
連
絡
し
て
下
さ
い
。

宙
九
六
四
|

一
五
0
0

児童生徒の推移

示を~ぞ S62 H元 3 5 7 9 

重信幼稚園 150 145 139 107 109 139 

北吉井幼稚園 83 135 125 114 81 133 

幼稚園合計 233 280 264 221 190 272 

北吉井小学校 633 600 655 679 689 590 

南吉井小学校 930 879 893 859 821 786 

拝志小学校 172 161 169 161 149 137 

上林小学校 80 75 71 72 77 82 

小学校合計 1,815 1,715 1,788 1,771 1,736 1,595 
重信中学校 904 925 900 913 905 931 

総 計 2,952 2,920 2,952 2,905 2,831 2,798 

広
報

一
月
号
に
も

掲
載
し

た
よ

う
に

、
「
まも
る
く
ん

の
家
」
と
は

、

通
学
中
の
児
童
・
生
徒
が
犯
罪
の

被
害
に
遭
い
そ
う
に
な
っ
た
と
き

に
、
逃
げ
込
み
、
保
護
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
場
所
で
す
。

「
ま
も
る
く
ん
の
家
」
は、

町
内

百
二
十
九
ケ
所
の
個
人
住
宅
・
商

店
等
に
、
平
成

九
年
十
二
月
か
ら

設
け
ら
れ
ま
し

た
。

今
回
は
、

南
吉
井
校
区
の
設
置

者
(五
十
三
名
)
に

つ
い
て
紹
介
し

ま

す
。

見
奈
良

校務員(小・中学校)

池
川
酒
店

ス
ー
パ
ー

と
も
ち
か

伺
ニ
チ
モ
ク
商
事

見
奈
良
駅

重
信
町
商
工
会
館

オ
ス
カ

l

重
信

渡
部
土
建
側

花
キ
ャ
ベ
ツ

シ
ス
テ
ム
ワ
ン

ミ
シ
マ
ス
ポ
ー
ツ

明
光
石
油
側
重
信
給
油
所

柳
屋
本
店

ホ
ン
ダ
サ
ー
ビ
ス
重
信

大
西
伴
明

渡
部
商
店

山
内
ス
ト
ア
ー

山
一
輪
業

フ
ァ
ン
シ
ー
シ
ョ
ッ
プ
B
e
e

サ
ン
サ
ー
ビ
スK
U
B
O
T
A

田
窪
田
地
ス
ー
パ
ー
お
ぐ
ら
伺

上
樋
・
播
磨
台

田
窪
南

田
窪
北

茂

小
倉

牛
淵
団
地
・
牛
測

西
野
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

八
木
耳轟
咽
喉
科
・
皮
虜
科
医
院

牛
測
渡
部
一
匡八

木
里
美

柏
原
節
夫

重
見
忠
顕

大
西
商
店

J
A
重
信
町
南
吉
井
支
所

葛
原
清
則

葛
原
友
雄

堀
池
・
西
岡
岡
本
自
動
車

高
市
米
穀
酒
販

永
山
和
夫

野
中
畳
セ
ン
タ
ー

渡
部
商
店

ナ
ニ
ワ
屋
衣
料
店

大
北
修

石
川
史
郎

松
田
組

み
つ
だ
商
店

明
賀
功

伊
藤
雄
二

中
川
商
店

近
藤
歯
科
ク
リ
ニッ
ク

宮
崎
豊
一

香
南
機
器
通
商
側

井
上
小
児
科

ベ
ス
ト電気
サ
ー
ビ
ス
‘
ン
ヨ

ツ
プ
軍
情
店

三
原
産
業
側
ア
パ
ン
一
守
重
信

ド
コ
モ
シ
ョ
ッ
プ
重
信
店

リ
カ
l

シ
ョ
ッ
プ
あ
い
は
ら

ホ
ン
ダ
テ
ク
ニ
カ
ル
サ
ー
ビ
ス
松
山

南
野
田

北
野
田

新

キサ
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女

性

会

議

「声
か
け
運
動
」推
進
を
申
し
合
わ
せ

春
を
告
げ
る
花
、
梅
が
香
る
暖

か
い
二
月
十

二
日
、

「温
か
い
家

庭
・

地
域
づ
く
り
」
を
テ

l

マ
に

重
信
町
女
性
団
体
研
修
会
を
開
催

致
し
ま
し
た
。

「
男
女
共
同
参
画
の
家
庭・
地
域

づ
く
り
」
と
題
し
た
え
ひ
め
女
性

財
団
副
理
事
長

・

久
保
木
道
子
先

生
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

重
信

町
女
性
会
議
・
十
三
団
体
の
目
的

は
違
っ
て
も
連
帯
し
て
地
域
活
動

に
取
り
組
む
こ
と
は
意
義
の
あ
る

こ
と
。

続
い
て
あ
た
り
前
と
思
っ

て
い
る
言
動
を
見
直
す
こ
と
が
大

切
で
あ
る
こ
と
等
と
話
さ
れ
、
男

女
共
に
幸
せ
に
な
る
た
め
に
、
男

女
共
同
参
画
社
会
を
目
指
そ
う
と

締
め
く
く

ら
れ
ま
し
た
。

「
残
し
た
い
伝
統
行
事・
遊
び
」

「我
が
家
の
食
習
慣
」
「
声
か
け
連

可
女
性

14

一
だ
よ
り

一 )

ιーすÇ\..)'7 

動
」
「
家
庭
と
子
育
て」
の
各
分
科

会
は
、
生
活
に
密
着
し
た
課
題
で

あ
り
、
時
聞
が
足
り
な
い
程
、
活

発
な
意
見
が
出
ま
し
た。

終
わ
り
に
、
身
近
な
こ
と
か
ら

実
践
し
て
い
く
た
め

、

次
の
こ
と

を
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。

一

私
た
ち
は
、
我
が
子
、
地
域

の
子
を
問
わ
ず
子
供
を
見
か
け

た
ら

「愛
の

一
声
」
を
か
け
ま
す。

一
私
た
ち
は
、
近
隣
の
子
供
と

顔
見
知
り
に
な
り
、
名
前
で
呼

び
か
け
ら
れ
る
関
係
を
築
き
ま

す
。

一

私
た
ち
は
、
近
隣
の
大
人
た

ち
と
話
し
合
、
つ
機
会
を
増
や
し
、

温
か
い
地
域
づ
く
り
に

努
め
ま

す
。

一

私
た
ち
は
、
「
声
か
け
運
動」

の
輪
を
広
げ
、
さ
ま
ざ
ま
な
立

場
の
人
た
ち
に
「
愛
の
一
声
」
を

か
け
ま
す
。

こ
の
研
修
会
を
通
し
て
、
自
分

の
意
識
を
見
直
し
、
共
に
手
を
取

り
合
っ
て
、
温
か
い
家
庭
・
地
域

を
築
い
て
い
き
た
い
と
、
思
い
を

強
く
致
し
ま
し
た
。

(
事
務
局
長
福
積
清
美
)

婦

人

会

温
泉
郡
婦
人
教
育
研
究
大
会
に
参
加
し

て

生のたで今む社し対の話て目してる 高 動し l え方とりが館
の健 。 活日ず会か策経しは指い 。 生齢をたマこ主々和で聞に 二
御康そ動をかでしを験合今し地 (3) き社目楽 (1 ) の頓にやす催お月
講づのを契しは、考をいまて域環方会指し地日も交かねさい七
演くた 続 機さ次 急 え披、で、づ境をにしい域のケじに 。 れて日

tiuii215ifi i H店店幹 i 民:日
記刊誌封EEニ主主主主: ;21; 支部
。 垣婦ま決 、 今 も合かし大公
昨先人し 意 す; 宍のえ ・開可1111j1 1121 -- ri e l l Y1廿1 増うよ振会民

に可 草 ンふ でそ ，軒宮轟 I ~菅い j ， 1 ・A 更健つぶのれ今
し愛花トさ帰しう Ilf姐圃l配 岨盟 , 1. 1.圏 に康かれで健健
まいののわりたた 魁E・・ .J J"~山 は診なをす康康
し花 苗 トしに 。 る 盟理圃ー有望商 予断い見が管情
たのをイくは 芸 覇支F4 」一 一三1 防を事落 、 理報
v あおレ、こ に 量五L一 一一------ 31 す受 5 とそには
ふ 土ッ 再の は 7t-z吉コ九7ス楽換 て切るけぽしれはあ
れ建ト生日 拍た刺先な先指トし市午感さ生てってで注ふ

長:引 fjiiiifiii;iiiiiiii?;
を正 I I マ ささけ 等 肉情下体し町地たしの見きし空なれ
後 Eえやセに いっ、快、単さ操、が交 。 み大

(婦
人
会

H
-
K
)
 

お
花
の
好
き
な
あ
な
た
!

私

達
と
一
緒
に
役
場
前
花
壇
作
り

を
し
ま

し
ょ
う
よ
。

お
し
ゃ
べ
り
の
好
き
な
あ
な

た
!

私
達
と

一
緒
に
語
り
ま
せ

ん
か
?

縁
あ
っ
て
こ
の
重
信
町
で
暮

ら
す
私
達
が
手
を
つ
な
ぎ
、
『
楽

し

い
町
」
『
住
み
や
す
い
町
』
を

目
指
し
て
足
元
か
ら
少
し
ず
つ

歩
み
ま
し
ょ
う
よ
。

皆
さ
ん
の
仲
間
入
り
を
塾
生

み
ん
な
で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
先

西
田

富
九
六
四
|

三
八
九
九
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国
民
健
康
保
険
証
の

書
き
替
え
に
つ
い
て

現
在
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
方
の
保
険
証
の
有
効
期

限
は
、
平
成
十
年
三
月
三
十
一

日
で
す
。

新
し
い
保
険
証
は
、
三
月
末
日

ま
で
に
該
当
す
る
世
帯
ご
と
に
郵

便
で
お
送
り
し
ま
す
。

期
限
が
過
ぎ
た
保
険
証
は
、
役

場
福
祉
課
へ
お
返
し
下
さ
い
。

な
お
、
国
民
健
康
保
険
か
ら
社

会
保
険
等
に
加
入
し
た
方
で
、
資

格
喪
失
手
続
き
を
済
ま
さ
れ
て
い

な
い
方
は
、
早
急
に
手
続
き
を
行

っ
て
下
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉
課
国

保
係
ま
で
。富

九
六
四
|
二
O
O

一
向

富!!金
①住所、氏名、生年月
日などに誤りがないか
確かめましょう。

②裏面の注意事頂を
よく読みましょう。

知命令a
\.\:〆議

③保険証の記号、番号
を確認して、記録して
おきましょう。

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
?

保
険
料
納
付

農
林
漁
業
者
や
自
営
業
者
・
学

生
な
ど
第
一
号
被
保
険
者
及
び
任

意
加
入
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
、
保

険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん

A
M
 皆

さ
ん
が
将
来
年
金
を
受
け
る

た
め
に
は
、
加
入
し
て
い
る
だ
け

で
な
く
、
毎
月
の
保
険
料
を
き
ち

ん
と
納
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

納
め
な
い
ま
ま
で
放
っ
て
お
く

と
、
老
後
は
言
う
ま
で
も
な
く
、

万
一
の
場
合
に
も
年
金
を
受
け
ら

れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
「
保
険

料
を
か
け
て
も
:
・
」
と
か
「
今
の

う
ち
か
ら
老
後
の
蓄
え
な
ん
か
・
・
・
」

と
言
わ
ず
、
家
族
の
将
来
を
考
え

て
納
め
忘
れ
の
あ
る
保
険
料
は
今

す
ぐ
納
め
ま
し
ょ
う
。

国
民
年
金
保
険
料
が

変
わ
り
ま
す
。

o

四
月
か
ら
一
万
三
千
三
百
円
に

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
平
成

十
年
四
月
か
ら
月
額
一
万
三
千
三

百
円
に
な
り
ま
す
。

0

保
険
料
の
前
納
制
度

保
険
料
は
前
納
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
前
納
期
間
に
応
じ
て
保

険
料
が
割
引
き
さ
れ
有
利
に
な
る

ば
か
り
で
な
く
、
納
め
忘
れ
も
な

く
な
り
ま
す
。
(
左
表
)

o

保
険
料
の
口
座
振
替
制
度

あ
な
た
の
指
定
さ
れ
た
金
融
機

関
か
ら
、
毎
月
、
自
動
的
に
払
い

込
ま
れ
ま
す
の
で
、
納
め
忘
れ
が

な
く
便
利
で
す
。

0

納
付
組
織

の
利
用

納
税
組
合

に
加
入
す
る

と
納
め
忘
れ

が
あ
り
ま
せ

ん
。

詳
し
く

は
、
役
場
福

祉
課
の
国
民

年
金
係
ま
で

お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

毎月納めた場合 1年間前納する場合 割引きされる額

定額保険料
159 ，600円 155 ，750円 3 ，850円

(毎月 13 ，300円)

定額十付加保険料
164 ，400円 160，430円 3 ，970円

(毎月 13 ，700円)

健
康
は
日
頃
の
生
活
習
慣
か

ら
つ
ち
か
う
も
の
で
す
。
そ
の

中
で
も
食
習
慣
は
健
康
管
理
の

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

健
康
づ
く
り
の
た
め
の
偏
り

の
な
い
食
事
管
理
を
成
功
さ
せ

る
た
め
、
栄
養
相
談
日
を
設
け

て
い
ま
す
。
栄
養
の
身
近
な
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
ど
し
ど
し

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
内
容
高
脂
血
症
・
高
血

圧
症
・
糖
尿
病
・
腎
臓
病
・
飲
み

込
み
困
難
な
方
な
ど
栄
養
に

関
す
る
こ
と
な
ら
何
で
も

日
程
毎
月
第
二
・
四
金
曜
日

時
間
午
前
九
時

1

十
一
時

場
所
役
場
保
健
婦
室

相
談
員
管
理
栄
養
士

女
個
人
に
合
わ
せ
た
相
談
を
実

施
す
る
た
め
に
、
予
約
を
お

願
い
し
ま
す
。

(
冨
九
六
四
!
四
一
七O
)

(
注
)
今
年
四
月
か
ら
食
生
活

相
談
を
栄
養
相
談
と
名
称
変
更

し
ま
す
。

\
劃

是er
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平成10年〈鹿〉分
特別漏税が実施されます

-・L J ・臨省凶金色

・・・..........~司喧E・E・­

E1'"1 r哩BP

υι4すれ.3.19 

所得税 町県民税(個人) -計t:I 

納 税 者 18，000円 8，000円 26，000円

扶養親族等1人につき 9，000円 4，000円 13 ，000円

回~ ~~ m 回

65，000円( 夫婦子2人の場合 I 45，000円 I 20，000円
※所得税額(平成10年分) ・町県民税(個人)所得割額(平成10年度分)の範囲内で上記の金額を控除します。

i'.ilJJ]~l個師It.里，五五~H~函蚕iJ長-
商 得 税 町県民税(個人)

給与所得者
平成10年2月分の源泉徴収税額から控除 平成10年6月は徴収せず、特別減税後の
します。(控除しきれない分は、 3月分以 年税額を 7月から翌年5月までの 11 か月
降順次控除します。) で徴収します。

年金受給者 給与所得者に準じた取扱いになります。

平成10年7月の予定納税額から控除しま 平成10年6月(第 1 期)分の徴収税額から

す 。 (控除しきれない分は 、 11 月分から 控除します。

事業所得者等 控除します。) (第 1 期で控除しきれない分は第2期以降

予定納税額のない方は、平成10年分の納 順次控除します。 )

税が来年の確定申告の時期になりま すの
で、その際実施されます。

聖型血盟MJ1ftJ:宝ÆI

固
定
資
産
課
税
台
帳

縦
覧
の
お
知
ら
せ

平
成
十
年
度
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦

覧
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

期
間
三

月
一
日
土

二
月
二
十
日

時
間

午
前
八
時
三
十
分
1

午
後
五
時
十
五
分

(土
、
日
曜
日
を
除
く
)

場
所

役
場
税
務
課

平
成
十
年
度
は
、
評
価
替
え
の
年
度
で

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
原
則
的
に
は
評
価

額
は
据
置
き
と
な
り
ま
す
が
、
次
の
と
お

り

一
部
の
地
域
で
宅
地
等
の
評
価
の
修
正

を
行
い
ま
し
た
。

下
落
修
正

(商
業
地
を
中
心
と
し
た
地
価
下
落
が
認

め
ら
れ
た
た
め
、
修
正
を
行
っ
た
地
区
)

国
道
十

一
号
線
沿
い
及
び
横
河
原
、
樋

口
、
志
津
川
、
牛
測
各
地
区
の

一
部
の

県
・
町
道
沿
い
の
宅
地
等

そ
の
他
の
修
正

(
国
土
調
査
完
了
に
伴
い
、
宅
地
等
の
形

状
等
に
関
す
る
補
正
に
つ
い
て
一
部
修
正

を
行
っ
た
地
区
)

樋
口
地
区

注
・
:
面積
に
つ
い
て
は
、
国
土
調
査
の

結
果
、
減
少
し
た
も
の
は
そ
の
面
積

で
評
価
し
、
そ
の
他
は
国
土
調
査
前

の
面
積
で
評
価
。

こ
れ
ら
の
ほ
か
、
地
目
の
変
更
、
家
屋

の
改
築
等
が
あ
っ

た
場
合
に
も
評
価
が
変

わ
り
ま
す
。

第
八
十
五
回
臨
時
議
会
は
、

一
一
月
十
日
に
召
集
さ
れ
、
重
信

町
民
体
育
館
新
築
工
事
請
負
契

約
の
締
結
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、

次
の
と
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

-

請
負
金
額

七
億
五
千
三
百
九
十
万
円

・

請
負
業
者

西
松
建
設
株
式
会
社
四
国
支
店

義
援
金
の
申
請
を
ま
だ
さ
れ

て
い
な
い
方
は

、

平
成
十
一
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
に
し
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
当
初
平
成
十
年
三
月

三
十

一
日
ま
で
と
し
て
い
た
住

宅
助
成
金
(
持
家
修
繕
助
成
、
賃

貸
住
宅
入
居
助
成
、
住
宅
再
建

助
成
)
に
つ
い
て
も
、
平
成
十
一

年
三
月
三
十

一
日
ま
で
と
な
り

ま
し
た
。

詳
し
く
は
、
兵
庫
県
南
部
地

震
災
害
義
援
金
募
集
委
員
会
事

務
局
ま
で

窟
O
七
八
l

二
一
六二
|
四
五
六
O
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伝大会結果報告健康マラソン・400歳

一
一月

一
日
、
風
の
冷
た

い
曇
り
空
の
下
、
第

二
十

回
重
信
町
健
康
マ
ラ
ソ
ン

大
会
、
第
二
十
三

田
町
民

体
力
づ
く
り
四
百
歳
駅
伝

大
会
(
選
手
十
人
の
合
計
年

齢
が
四
百
歳
以
上
)
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

成
績
は
下
記
の
通
り
で

す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

町
民
会
館
内

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

箇
九
六
回
|

一
五
O
O
刊

重申部活動対抗駅伝
男子 女子

バスケットボール部A パスケットボール部

陸上競技部A バレーボール部

軟式野球部A ソフトボール部A

健康マラソン大会
小学生男子 小学生女子

原 唯史 酒井麻衣子

宮田崇史 安井祥子

西山 慎一 佐伯歌莱

中学生男子 中学生女子

門屋剛史 三好真由

一般男子 一般女子

三瀬慎一 三瀬いづみ

ベストタイム賞

第2位

第3位

ベストタイム賞

ベストタイム賞

第1位

第2位

第3位

400歳駅伝大会
( ) 内は分館対抗順位

l位( 1 ) 横河原 レ ッド
2位(2) 西岡
3位(3) 見奈良A
4位(4) 志津川
5位(5) 田窪
6位(6) 上林
7位 第一養護学校教員
8位 重信キ ッ カーズA
9位(7) 下林A
10位(8) 八反地
11位 横河原ブラック
12位(9) 上村
13位制 上樋
14位 重信キッカ ーズB
15位。1) 堀池
16位(12) 牛湖
17位 拝志スポーツ少年団A
18位帥 新村
19位 拝志スポーツ少年団B
20位同 樋口
21位 拝志スポーツ少年団女子
22位 見奈良B
23位 下林B

講演「テレビ裏話J
南海放送人気番組「もぎたてテレビ」の苦労
話、裏話を野志アナウンサーに楽しくお話しい

ただきます。

講師 南海放送アナウンサー

野志克仁先生

日時 3月 9 日(月)午後1時30分~

場所町民会館第1 -2研修室

※講演終了後「閉講式J を行います。

福寿大学第11岡琴と尺八演奏会

重信町で初めての琴尺八演奏会です。御来聴

の程お待ち申し上げます。

日時 4月 5 日(日) 12時(正午)開演

場所町民会館大ホール

入場料 無料

後援 重信町教育委員会

都山流尺八楽会愛媛県支部

問い合わせ先富964-3343 (亀井)

富964・8194 (相原)



知
っ
て
い
ま
す
か
?

「
き
ょ
う
だ
い
」
「
ほ
の
お
」

「
人
聞
の
輪
」

昭
和
四
十
年
、
同
和
対
策
審
議

会
答
申
が
だ
さ
れ
る
と
、
同
和
問

題
の
解
決
は
行
政
の
責
務
で
あ
る

こ
と
が
明
確
に
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
四
十
四
年
、
国
は
同
和
対

策
審
議
会
答
申
を

具
体
化
す
る
た

め
に
、
「
同
和
対
策
事
業
特
別
措

置
法
」
を
制
定
し
、
同
和
問
題
の

解
決
は
国
民
的
課
題
で
あ
り
、
そ

の
責
務
は
行
政
に
あ
る
こ
と
を
名

実
と
も
に
明
ら
か
に
し
ま
し
た

。

そ
の
折
り
も
折
り
、
県
内
の
あ

る
職
場
の
寮
で
差
別
事
件
が
発
生

し
、
大
き
な
問
題
と
な
り
ま
し
た
。

同
和
問
題
に
つ
い
て
全
く

学
習

し
て
い
な
か

っ

た
高
校
卒
業
生
が

同
じ
職
場
の
自

分
の
同
僚
に
対
し

て
差
別
発
言
を
し
た
の
で
す
。
そ

れ
は
決
し
て
特
定
の
相

手
を
指
し

て
言
っ
た
も
の
で
も
な
け
れ
ば
、

相
手
が
同
和
地
区
出
身
者
で
あ
る

11 ・..... t.: . ~:乙けめ.3;-

こ
と
さ
え
も
当
人
は
知
ら
な
か
っ

た
の
で
す
。

け
れ
ど
も
そ
の
場
に
い
た
同
僚

は
、
そ
の
発
言
に
強
い
シ
ョ
ッ
ク

を
受
け
ま
し
た
。

当
時
は
「
ね
た
子
を
起
こ
す
な
」

と
い
う
意
見
が
強
く
、
高
等
学
校

に
お
い
て
は
同
和
教
育
は
ほ
と
ん

ど
実
践
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の

事
件
は
、
同
和
問
題
の
重

大
さ
、
差
別
発
言
の
む
ご
さ
を
正

し
く
教
え
ら
れ
て
い
な
い
者
の
行

動
や
発
言
が
、
人
の
心
を
深
く
傷

つ
け
、
人
の
命
さ
え
う
ば
い
か
ね

な
い
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
四
十
八
年
、
県
は
同
和
教

育
基
本
方
針
を
策
定
し
、
同
和
教

育
に
対
す
る
姿
勢
と
行
政
施
策
を

明
確
に
打
ち
出
し
ま
し
た
。

一
方
、
昭
和
四
十
九
年
以
来
、

本
県
で
使
用
し
て
い
る
小

・

中
学

校
社
会
科
教
科
書
に
も
同
和
問
題

に
関
す
る
記
述
が
明
記
さ
れ
ま
し

た
。
そ
う
い
っ
た
中
で
、
「
同
和
問

題
学
習
」
の
た
め
の
資
料
集
の
作

成
を
要
望
す
る

声
が
高
ま
り
、
県

同
和
教
育
協
議
会
は
、
昭
和
五
十

二
年

、

高
校
生
用
「
人
間
の
輪
」

、

「きょうだしリ表紙

昭
和
五
十
四
年
、
小
学
生
用
「
き

ょ
う
だ
い
」
、
中
学
生
用
「
ほ
の

お
」
を
刊
行
し
て
同
和
教
育
の
充

実
を
図
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
高
校
生
用
「
人
間
の

輪
」
は
昭
和
六
十
三
年
改
訂
さ
れ
、

現
在
、
再
改
訂
が
検
討
さ
れ
て
い

ま
す
。

一
方
、
小
学
生
用
「
き
ょ

う
だ
い
」
は
低
学
年
用
、
中
学
年

用
、
高
学
年
用
と
三
分
冊
と
な
り
、

中
学
生
用
「
ほ
の
お
」
と
と
も
に

平
成
九
年
に
改
訂
さ
れ
、
時
代
の

流
れ
に
マ
ッ
チ
し
た
学
習
資
料
と

し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
同
和
問
題
が
社
会
科
の

教
科
書
に
記
載
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
を
機
会
に
、
保
護
者
の
理

解
を
深
め
る
た
め
の
事
業
と
し
て
、

「
校
区
別
同
和
教
育
懇
談
会
」
が

開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、

学
校
で
は
す
べ

て
の
教
育
活
動
の
中
で
人
間
尊

重

の
精
神
を
養
い
、
部
落
差
別
に
対

す
る
正
し
い
見
方
や
考
え
方
を
中

心
に
、
差
別
を
し
な
い
、
差
別
に

負
け
な
い
、
差
別
を
許
さ
な
い

児
童
・
生
徒
の
育
成
に
努
め
て
い

ま
す
。
「き
ょ
う
だ
い
」
「
ほ
の
お
」

「人
間
の
輪
」
は
、
同
和
問
題
の
解

決
に
取
り
組
む
子
ど
も
達
を
育
て

る
大
切
な
資
料
集
で
す
。

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
方
も

一

度
目
を
通
し
て
み
て
く
だ
さ
い

。

い
じ
め
を
な
く
す
た
め
に

一

一

一
重
信
町
い
じ
め
・
登
校
拒
否
問
題
対
策
連
絡
会
議
-

t
p
b同
濯
閣
を
展
開
し
ま
し
ょ
え

j

命
に
火
を
つ
け
る
教
育
を
j

「
命
を
大
切
に
」
と
い
う
指
導
い
で
し
ょ
う
か
。
「
勉
強
し
な
さ
い
」

が
強
力
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
テ
レ
ビ
ば
か
り
見
な
い
で
」
等
々

そ
の
第

一
の
視
点
は
、
自
殺
・
の

言
葉
で
。

励
ま
し
の
つ
も
り
が

殺
人
・
事
故
死
等
の
多
発
に
伴
い
、
逆
に
働
い
て
は
い
な
い
で
し
ょ
う

命
の
か
け
が
え
の
な
さ
、

一
人
の
か

。

「
自
分
の
人
生
だ
」
「
今
が
頑

人
間
の
命
は
地
球
よ
り
重
い
と
い
張
る
時
だ
」

等
々
の
言
葉
で
。

う
こ
と
を
訴
え
、
自
他
の
命
を
粗
期
待
さ
れ
、
せ
き

立
て
ら
れ
、

末
に
し
な
い
と
い
う
点
に
置
か
れ

責
め
ら
れ
て
、
そ
の
あ
げ
く
、
自

て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
視
点
信
を

失
い
、
希
望
を
失
い
、
そ
し

か
ら
の
指

導
は
今
後
も
さ
ら
に
深
て

自

分
を
失
い
、
た
だ
毎
日
を
だ

め
て
い
く
べ
き
で
し
ょ
う
。
ら

だ
ら
と
無
為
に
過
ご
す
。

こ
う

し
か
し
、
も
う

一
つ
の
視
点
、
い
う

子
供
た
ち
が
増
え
て
は
い
な

す
な
わ
ち
、
命
の
火
が
細
々
と
し
い
で
し
ょ
う
か

。

か
燃
え
て
い
な
い

子
供
た
ち
に
、

一
時
も
じ

っ
と
し
て
い
な
い
元

赤
々
と
火
を
と
も
す
と
い
う
視

点
気

さ
、
何
ご
と
に
も
興
味
関
心
を

か
ら
の
教

育
は
、

今
、
ど
う
な

っ
示

す
好
奇
心
、
他
の
す
べ
て
の
こ

て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

と
を
忘
れ
て
夢
中
に
な
る

姿
。
命

『
命
に
火
を
つ
け
る
教
育

』
が
に

赤
々
と
し
た
火
の
と
も

っ
た
こ

強
く
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。

う
い
う

子
供
を
育
て
る
こ
と
を
、

将
来
に
希

望
を

持
ち
、
毎
「
命
を
大
切
に
」
と
い
う
指

導
の
第

日
々
々
に

生
き
が
い
を
実
感
し
て

こ
の
視
点
と
し
て
、
今
後
、
重
視

い
る
姿
、
こ
れ
が
赤
々
と

火
の
と
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

も

っ

た
命
と
言
え
る
の
で
は
な
い
思
い
ま
す

。

で
し
ょ
う
か
。

今
、
家
庭
で
も
学
校
で
も
、
知

ら
ず
知
ら

ず
の
う
ち
に
、
命
の
火

を
細
め
る
指

導
を
行
っ

て
は
い
な

そ
う

い
う

意
味
で
、
「
声
か
け

運
動
」
も
、
言
葉
を
吟
味
す
る
段

階
に
入
り
ま
し
た
。
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狂
犬
病
予
防
注
射

平
成
十
年
度
の
狂
犬
病
予
防
注

射
を
、
左
表
の
日
程
で
実
施
し
ま

す
。年

一
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
は

飼
主
の
義
務
で
す
。
必
ず
受
け

ま

し
ょ
う

。
注
射
料
は
二
、
八
五
O

円
(予
定
)
で
す
。

期
間
中
に
受
け
ら
れ
な
い
場
合

は
、
動
物
病
院
で
受
け
て
下
さ
い
。

畜
犬
登
録
に
つ
い
て
は
、
平
成

七
年
四
月
一
日
か
ら
次
の
と
お
り

制
度
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
の
で
留

意
し
て
下
さ
い
。

①
一
生
涯
に
登
録
は
一

回
で
す
。

登
録
料
は
一
二、

0
0
0
円
で
す
。

②
生
後
九
十
日
を

経
過
し
た
犬
に

つ
い
て
登
録
を
行
い
ま
す
。

③
登
録
を
受
け
た
犬
が
死
亡
し
た

と
き
、
ま
た
犬
の
所
在
地
に
変
更

が
あ
っ
た
と
き
は
、
役
場
生
活
環

境
謀
ま
で
届
け
出
て
下
さ
い
。

詳
し
く
は
、
役
場
生
活
環
境
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

富
九
六
四
|

二
O
O

一
間

平
成
九
年
四
月
か
ら
、
「
犬
の
登

録
及
び
鑑
札
の
交
付
等
」
の
事
務

が
県
か
ら
市
町
村
へ
権
限
委
譲
さ

れ
ま
し
た
。

月日 場 所 時 間

山之内 公民館 9:50-10:00 
// 岡えん堤 10 : 05 ~ 10 : 15 
// 荒木谷バス停 10: 20-10 : 30 

4月 13日 // 井口公民館 10: 35-10 : 50 
(月) 樋口公民館 11 : 00-.11 : 55 

横河原一本松 13 : 00~13 : 30 

'-' 療養所前 13 : 40~ 14 : 20 
見奈良公民館 14 : 30~ 15 : 00 
横河原公民館 9 : 30~ 10 : 00 
志津川 集会所 10: 10-11: 00 

4月 14 日 八反地集会所 11 : 10-12: 00 
(火) 西岡集会所 13 : 00~ 13 : 30 

イシ 池之下集会所 13 : 40~ 14 : 00 
田窪公民館 14: 10~ 14: 50 

役場駐車場 9: 00- 9: 50 
田窪田地集会所 10: 00-10: 50 

4月 15 日 回窪公民館 11 : 00-11 : 50 
(水) 堀池集会所 13 : OO~ 13 : 30 

牛 i別集会所 13 : 40~ 14: 20 
牛測団地31棟南東 14 : 30-15 : 00 
播磨台団地集会所 9: 30-10 : 10 
新村集会所 10 : 20-10 : 40 
北野田公民館 10 : 50~ 11 : 10 

4月 16 日 南野田集会所 11 : 20~ 11 : 50 

(木) 上村公民館 13: 00-13: 20 
'-' 上ノ段ポンプ蔵置所前 13 : 30~ 13 : 50 
下林西の谷集会所 14: 00~ 14 : 20 

'-' 仙幸寺集会所 14: 30-14 : 50 
上林湧水集会所 9: 30- 9: 40 

ゐ 中筋集荷所 9: 50-10 : 00 
。 谷バス停 10: 10-10: 20 
'-' 公民館 10 : 30~ 10 : 50 

4月 17 日 今 花山集会所 11 : 00-11 : 10 
(金) /, 一ノ瀬集会所 1l :20~ 1l :45 

下林八幡集会所 13:00-13:20 
// 助兼集会所 13: 30-14 : 00 
// 旧拝志森林組合前 14 : 10-14 : 20 
ゐ 別府倉庫前 14: 30-14: 50 

狂犬病予防注射日程表

ト
'
広
報
二
月
号
に
掲

ま
載
し
ま
し
た
よ
う
に
、

n
y
今
年
四
月
か
ら
、
再

事
品
資
源
化
率
の
向
上
と
、

始
ご
み
の
減
量
を
目
的

守
、
噌

品
M
と
し
た
分
別
収
集
を

集
実
施
し
ま
す。
ご
み

収
を
出
す
日
時
や
出
し

別
方
が
大
き
く
変
わ
り

分
ま
す
の
で
ご
注
意
下

の
さ
い。

み
ま
た
、
分
別
収
集

む
の
実
施
に
伴
い
、
粗
大

、
ご
み
を
出
す
日
時

、

が

恰
刈
変
わ
り
ま
す
の
で
あ

恥
わ
せ
て
ご
注
意
下
さ

融
問。詳
し
く
は
役
場
生

州
活
環
境
課
ま
で
お

も
1
F
問
い
合
わ
せ
下
さ

4
a
I

ー

い
。

燃やさないごみ(必ず下記の4種類に分けて下さい)粗大ごみ

毎月第1 ・ 3 日曜日
(午前6時~午後6時)

無色透明の袋に入れて出して下さい。
(作業中の事故の防止、および、分別の確認を容易にするた

め着色された袋や半透明の袋、ダンボール箱は使えません。)

※横河原区のみ 「ペットボトルJ rその他の燃やさないごみ」も第 1 '3 日曜日に出して下さい。

時

出し方

日

毎月第4水曜日

(午前6時~午後6時)

※横河原区は第1 ・ 3日曜日に 、 田窪田
地区は第4日曜日に出して下さい。
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利
用
権
設
定
等
促
進
事
業
は
、

作
れ
な
い
農
地
を
担
い
手
農
家
に

貸
し
て
、
農
地
の
有
効
利
用
と
中

核
的
農
家
の
育
成
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

安
易
な
口
約
束
に
よ
る
農
地
の

貸
借
は
、
ト
ラ
ブ
ル
の
も
と
と
な

り
ま
す
が
、
こ
の

事
業
を
利
用
す

れ
ば
、
簡
単
な
手
続
き
で
貸
借
権

等
を
設
定
で
き
、
約
束
の
期
限
が

く

れ
ば
、
離
作
料
な
ど
を
支
払
う

こ
と
な
く
確
実
に
返
し
て
も
ら
え

ま
す

。
た
だ
、
利
用
権
設
定
等
促
進

事
業
開
始
当
初
(
昭
和
五
十
五

年
)
は

、

経
営
面
積
が
五
反
(
五
、

O
O
O

Z

E
以
下
で
あ
っ
て
も
、

将
来
経
営
規
模
の
鉱
大
が
期
待

さ
れ
る
場
合
に
は
貸
借
権
等
の

設
定
も
可
能
と
い
う
運
用
を
し

て
き
ま
し
た

。

し
か
し

、

農
家

の
規
模
拡
大
に
向
け
て
の
行
政

上
の
取
り
組
み
が
益
々
強
化
さ

れ
て
い
る
現
在
、
小
規
模
農
家

へ
の
利
用
権
設
定
を
続
け
る
こ

と
は
制
度
上
好
ま
し
い
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん

。

こ
の
事
業
の
利
用
促
進
の
た
め

に
、

各
地
区
に
農
地
流
動

化
推
進

員
が
い
ま
す
。

(
下
表
参
照
)
農
地

の
貸
借
の
仲
介
を
し
て
く
れ
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

詳
細
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

い
に
よ
り
任
意
に
決
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

六
、
借
賃
の
基
準
等

借
賃
は

、

農
業
委
員
会
が
定
め

る
標
準
小
作
料
を
基
準
に
、
双
方

の
話
し
合
い
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

金
銭
以
外
の
も
の

(米
)
で
定
め
る

こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
そ
れ
を
金

銭
に
換
算
し

た
額
が
標
準
小
作
料

に
相
当
す
る
よ
う
に
定
め
ま
す
。

標
準
小
作
料
(叩
a

当
た
り

)

上
田

二
五
、
0
0
0
円

中
田

二
二

、

0
0
0
円

下
回

一
四
、
0
0
0
円

七
、
公
課
等
の
負
担
区
分

双
方
の
話
し
合
い
に
よ
り
決
定

し
ま
す
が
、
通

常
は
次
の
と
お
り

で
す
。

固
定
資
産
税
・
・
・
:
:
:
・
:

貸
し
手

水
利
費

:
-
j

i

-
-
-
借
り
手

共
済
費

j
i
-
-
-
:

借
り
手

八
、
制
度
の
メ
リ
ッ
ト

付
農
地
の
貸
借
に
つ
い
て
、
農

地
法
の
許
可
が
い
ら
な
い
た
め

簡
便
で
す
。

口
約
束
の
期
限
が
く

れ
ば
、
離

作
料
を
支
払
う
こ
と
な
く

確
実

に
返
し
て
も
ら
え

ま
す
。

臼
契
約
期
間
中
は

、

安
心
し
て

耕
作
で
き
、
契
約
を
更
新
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

九
、
申
請
手
続
等

年
二
回
、
六
月

一
日
と
十

一
月

一
日
に
公
告
し
貸
借
が
開
始
し
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
一
ヵ
月
前
ま
で
に

申
出

書
を
役
場
産
業
課
に
提
出

し
て
下
さ
い
。

申
出
用
紙
は
、

産
業
課
に
あ
り

ま
す
。

窟
九
六
四
|
二
O
O

一間
内
線
四
三
四

て
対
象
と
な
る
土
地

原
則
と
し
て
市
街
化
区
域
外
の

農
地

二
、
対
象
と
な
る
権
利
の
種
類

貸
借
権

、

使
用
貸
借
権
、
所
有
権

三
、
貸
し
手
の
資
格
要
件

特
に
な
し

四
、

借
り
手
の
資
格
要
件

-

農
業
に
よ
っ

て
自
立
し
よ
う
と

す
る
意
欲
と
能
力
を
有
す
る
と

認
め
ら
れ
る
者
。

-
農
業
の
経
営
面
積
(
申
し
出
分

も
含
む
)
が
、
五
反
(
五
、0
0

0
2

m
)以
上
あ
る
こ
と
。

-
農
地
が
、
都
市
計
画
法
で
定
め

る
市
街
化
区
域
外
に
あ
る
こ
と
0

・

借
り
手
の
年
間
農
業
従
事
日
数

が
、
一
五
O
日
以
上
で
あ
る
こ
と
。

五
、
貸
借
期
間

貸
し
手
借
り
手
双
方
の
話
し
合

農地の貸し借り』
~利用権設定等促進事業~

地 区 氏名 電話番号

山之内
和田 明 964-0686 
杉原 孝 964-5222 
藤岡 卓 964司2587

樋 口 和田 隆夫 964・6675

藤田 恒心 964・353l

志津 川
佐伯 清美 964・6474

宮倉和良 964・648l

西 岡
大西 喜良 964-0661 
和田 豊重 964・6989

見 奈良
池川 尊徳 964司0720

吉良 照幸 964・373 1

田 窪
高須賀 徳 964-8l90 

渡部 勝 964・8077

八木里美 964-8665 

牛 i刻
露口 俊孝 964-8653 

高須賀正幸 964・0785

山口 宗広 964-3839 

南野田
樋口 正憲 964・8498

渡部朝慾 964・8594

池川 武志 964-9259 

北 野 田
高見 和政 964-8328 

相原 俊一 964-8391 

牧 秀宣 964・3960

上 林
菅原 晴雄 964-8403 
山内 光 964-8904 
永井雅敏 964-5590 
不'*本 忠能 964-2656 

ー下 林 林-~ 博 964-5957 

森 長昭 964-2576 

越智 高徳 964・0490

上 村
石丸 敏雄 964-9861 
門田 党 964-2685 

渡辺 茂 955-0222({り

農 ↑高 加藤徳昌 今

川合 i閏 。

if安心です

農地流動化推進員

1 13 目立 r乙けれミ;
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水
道
だ
よ
り

引
っ
越
し
の
際
は

水
道
の
手
続
き
を

お
忘
れ
な
く

引
っ
越
し
の
多
い
シ
ー
ズ
ン
に

な
り
ま
し
た
。

転
居
や
転
出
、
世

帯
主
の
変
更

な
ど
で
町
営
水
道
使
用
者
が
変
わ

る
場
合
は
、
届
け
出
が
必
要
で
す
。

届
け
出
を

さ
れ
な
い
と
使
用
者

名
義
は
変
わ
り
ま
せ
ん
の
で
、
前

使
用
者
へ
料
金
が
請
求
さ
れ
る
な

ど
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

水
道
使
用
者
が
変
わ
る
場
合
は

印
鑑
持
参
の
上
、
速
や
か
に
役
場

水
道
謀
へ
届
け
出
を
し
て
下
さ
い。

問
い
合
わ
せ
先

水
道
課
管
理
係

富
九
六
四
|

二
O
O

一
間

「
ふ
れ
あ
い
看
糧
自
体
験
鈎
」

移
加
者
募
集
，

看
護
週
間
の
行
事
と
し
て

一
日

看
護
体
験
の
参
加
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
学
生
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
方
法

は
が
き
に
住
所
、
氏
名
(
フ
リ
ガ

ナ
)
、
年
齢
、
職
業
(
学
生
は
学
校

・

学
年
)
、
電
話
番
号
、
希
望
病
院
名
、

洋
服
サ
イ
ズ
を

書
き
、
四
月
十
日

悩
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

*
中

学
生

・

高
校
生
は

、

五
月
十

日

1

五
月
十
五
日
の
参
加
に
関
し

て
は
学
校
の
許
可
が
必
要
で
す
。

申
し
込
み
先

一T
七
九
O
l
O

八
四
三

松
山
市
道
後
町
二
丁
目
一
一
一
四

社
団
法
人
愛
媛
看
護
協
会
内

愛
媛
県
ナ
l

ス
セ
ン
タ

ー

宙
九
二
三
|

一
二
八
七

実施月日 施設名 募集人員

5/ 9出 松山ベァル病院 10名

5/ 9住j 愛媛十全医療学院附属病院 8名
5/121j(; 松山赤十字病院 10名

5/12ω 道後温泉病院 10名

5/12ω 松山記念病院 20名

5/13附 愛媛県立中央病院 10名

5/13附 老人保健施設にぎたつ苑 6名

5/13同 愛媛大学医学部附属病院 10名

5/14(村 国立病院四国がんセンター 20名

5/1 4(対 国立療養所愛媛病院 15名

5/15幽 訪問看護ステー ション愛媛 2名

電
気
を
こ
ま
め
に
消
す
こ
と

だ
け
が
省
エ
ネ
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
随

分
と
省
エ
ネ
に
つ
な
が
る
も
の

で
す
。

簡
単
に
で
き
る

省
エ
ネ
チ
ェ
ッ
ク

・

暖
房
中
の
室
温
は
加
℃
以
下

に
設
定
を
1

・

入
浴
時
シ
ャ
ワ
ー
を
流
し

つ

放
し
に
し
て
い
ま
せ
ん
か

7

-

不
必
要
な
テ
レ
ビ
の
つ
け

っ

放
し
を
控
え
ま
し
ょ
う

l

・

-

不
必
要
な
エ
ア
コ
ン
の
使
用

を
控
え
ま
し
ょ
う
!

-

冷
蔵
庫
に
物
を
詰
め
す
ぎ
て
い

ま
せ
ん
か
?
詰
め
込
み
す
ぎ
る

と
冷
気
の
流
れ
が
悪
く
な
り
、

余
分
な
電
力
を
消
費
し
ま
す

0

・
お
風
自
は
お
湯
が
冷
め
な
い

う
ち
に
連
続
し
て
入
浴
し
ま

し
ょ
う
。

-
洗
濯
機
を
使
用
す
る
際
に
は
、

す
す
ぎ
前
の
脱
水
、
適
正
量
で

の
洗
濯
等
に
心
が
け
、
効
率
的

な
使
用
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

-
掃
除
機
を
使
用
す
る
際
に
は
、

集
塵
袋
の
手
入
れ
等
に
心
が

け
、
効
率
的
な
使
用
に
努
め

ま
1
U
よ
h
つ
。

-
電
気
こ
た
つ
を
使

用
す
る
際

に
は
、
敷
き
布
団
、
上
掛
け

の
使
用
に
心
が
け
、
効
率
的

な
使
用
に
努
め
ま
し
ょ
う

。

-

給
湯
温
度
を
低
く
し
ま
し
ょ
うl

・
暖
房
機
器
の
つ
け
っ
放
し
を

控
え
ま
し
ょ
う
1

-
電
気
製
品
の
主
電
源
が
入
り

つ

放
し
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
?

・

照
明
は
こ
ま
め
に
消
灯
を
|

-

白

熱
電
球
か
ら
蛍
光
灯
へ
の

付
け
替
え
を

1

-

エ
レ

ベ
ー

タ
ー
、
照
明
の
一

時
停
止
を
!

-

自
動
車
の
利
用
を
自
粛
し

、

徒
歩
、
自
転
車
の
利
用
を
1

・

自
動
車
を
利
用
す
る
際
は

、

駐
停
車
時
の
ア
イ
ド
リ
ン
グ

ス
ト
ッ
プ
、
急
発
進
・
空
ふ

か
し
の
抑
制
、
タ
イ
ヤ
の
空

気
圧
の
適
正
化
を
始
め
と
す

る
点
検
・
整
備
の
励
行
等
自

動
車
の
適
正
な
使
用
に
心
が

け
ま
し
ょ
う

。

ち
ょ

っ
と
し
た
省

エ
ネ
の
積

み
重
ね
が
、
大
き
な
資
源
の
節

約
に
つ
な
が
り
ま
す
。

省
エ
ネ
は
、
最
も
地
球
環
境

に
や
さ
し
い
H

ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
資
源
H
な
の

で
す
。

ま
ご
こ
ろ
銀
行
だ
よ
り

重
信
ま
ご
こ
ろ
銀
行
に
次
の
方

か
ら
金
一
封
を
寄
付
下
さ
い
ま
し

た
。

温
か
い
善
意
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
(
敬
称
略
)

〈
香
典
返
し
〉

由
井
満
子
(
牛
測
)

亡
夫
・
未
慶

久
敏
(
下
林
)

亡
母

・

チ
ヨ

義
忠
(
南
野
田
)

亡
妻
・
キ
ミ
コ

野
中

束
村交

通
事
政
の
発
生
状
況

F屯

.
十
日
間
で
重
信
町
、
広
田
村
で

死
亡
事
故
が
各

一
件
発
生

-
県
内
に
お
い
て
は
、
今

年
も
高

齢
者
被
害
の
事
故
が
多
発

-
反
射
材
着
用
で
自
己
防
護
・

着

用
者
の
重
大
事
故
な
し



u t ぞ町、- . 

重
信
町
ス
キ
l

愛
好
会
(
青
井
正
田

史
会
長
)
で
は
、

一
月
二
十
三
日
か

九

ら

二
十
五
日
に
か
け
て
、
鳥
取
県

-
J

の
大
山
に
お
い
て
研
修
ツ
ア
ー
を

U
J

行
い
ま
し
た
。
小
学
生
か
ら
七
十

­

ん
歳
ま
で
の
総
勢
三
十
九
名
、

一
'
「

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
積
雪
の
絶
好

一
一
「

の
ゲ
レ
ン
デ
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の

-
J

中
、
早
朝
八
時
よ
り
元
気
に
二
日

間
滑
っ
て
参
り
ま
し
た
。

た

今
年
よ
り
ゲ
レ
ン
デ
の
中
の
ホ

s
u

ワ
イ
ト
パ
レ
ス
に
宿
舎
を
変
更
、

与
』
円

早
速
に
来
年
も

一
月

二
十
三
日
、

k
h円

二
十
四
日
の
宿
泊
予
約
を
済
ま
せ

N
h

ま
し
た
。
町
内
の
ス
キ

l

愛
好
家

ナ
句

の
皆
様
、
ボ
ー
ダ
ー
も

一
部
O
K

と

と
な
っ
た
大
山
へ
、
ぜ
ひ
来
年
も

副
市

お
友
達
お
誘
い
合
わ
せ
で
ご
参
加

H
U

く
だ
さ
い
。

揖
u

1 15 ・山乙けれ.3;

愛
媛
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
(
田
窪
)

に
あ
る
「
し
だ
れ
梅
」
が
こ
れ
か
ら

見
頃
と
な
り
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
内
西
側
の
梅
園
に
は

宙
開
あ
わ
せ
て
約
八
十
本
も
の
梅
が
植

山
山
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

巨
炉

し
だ
れ
梅
は
、
高
さ
四
1

五
m

ガ
も
あ
り
、
白
梅
紅
梅
と
と
も
に
咲

指
田
く
様
は
、
ま
さ
に
見
事
。

日

今
年
は
暖
冬
が
原
因
で
咲
き
始

4
4

め
は
早
か
っ
た
も
の
の
、
見
頃
は

だ
例
年
ど
お
り
三
月
初
旬
頃
だ
そ
、
っ

し
で
す
。

ま
た
、
三
月
中
旬
か
ら
は

寒
緋
桜
が
見
頃
と
な
り
ま
す
。
皆

さ
ん
も
是
非
お
で

か
け
下
さ
い
。

(
写
真
は二
月
十

八
日
撮
影
)

一
一月
三
日
、
北
吉
井
幼
稚
園
で

節
分
の
行
事
、
豆
ま
き
が
行
わ
れ

:

ま
し
た
。

d
c

園
児
達
は
、
自
分
が
作
っ
た
お

ま

面
を
つ
け
、
保
母
さ
ん
扮
す
る
鬼

重

め
が
け
豆
を
投
げ
、

に

「お
に
は
ア
そ
と
、
ふ
く
は
ア
う

詰
湖

ち
。
」
と
大
は
し
ゃ
ぎ
。
と
て
も
元
-
B

気
な
子
供
達
に
鬼
は
退
散
。

・
1

豆
ま
き
が
終
わ
っ
た
後
、
年
齢

に

一
つ
足
し
た
数
の
豆
を
食
べ
、

今
年
も
元
気
に
過
ご
せ
ま
す
よ
う

に
と
お
願
い
し
ま
し
た
。

t

ビ
ー
バ
ー
ス
カ
ウ
ト
活
動
は
小

d
T
学
二
年
生
ま
で
、
カ
ブ
ス
カ
ウ
ト

室
長
は
小
学
五
年
生
ま
で
の
男
女
を
対

“
ru
象
と
し
て
い
ま
す
。

藍
タ

募
集
説
明
会
を
三
月
二
十
七
日

k
・
幽
午
後
八
時
か
ら
町
民
会
館
で
行

h
ノ
い
ま
す
。

ー

昨
年
の
夏
休
み
は
、
仲
間
の
中

吋
J
野
力
君
(
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
)
が
サ

ヌ

ク
ラ
メ
ン

ト
派
遣
隊
に
選
ば
れ
活

4
F
躍
し
ま
し
た
。

r
一

一
月
に
は
、
オ
ー
ル
ナ
イ
ト
ハ

4
ノ

イ
キ
ン
グ
で
双
海
町
下
灘
駅
か
ら

げ
重
信
町
ま
で
の
約
三
十
六

畑
を
歩

-

き
、
ス
カ
ウ
ト
た
ち
は
い
ち
だ
ん

ぺ
と
た
く
ま
し
く
な
り
ま
し
た
。

一

初
め
て
出
会
う
す
ば
ら
し
い
体

ぇ
・
験
が
君
た
ち
を
待
っ
て
い
ま
す
!

k

連
絡
先
温
泉
第

一
団
事
務
局

富
九
六
回
|
三
九

一
八
渡
部
た
か
子

花
き
研
修
等
受
講
者
募
集

(
花
き
総
合
指
導
セ
ン
タ
ー
)

受
付
期
間

三
月
一
日
1

三
十
一
日

。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

吋

愛
媛
県
花
き
総
合
指
導
セ
ン
タ
ー
伽

重
信
町
下
林
甲
一
一一

一
一
O

一

ゆ

富
九
六
四
|
五
八
六
七

ゆ

申
し
込
み
方
法

伽

受
講
希
望
講
座
名
(
第一
、
第
二

ゆ

希
望
)
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
可

電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
往
復

仇

ハ
ガ
キ
で
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

さ

受
講
者
の
決
定
と
通
知

汀

・
受
付
期
間
内
に
申
し
込
み
の
あ
配

っ
た
方
に
、
後
日
決
定
の
通
知

引

を
し
ま
す
。
な
お
、
定
数
を
超

に

え
た
場
合
は
、
抽
選
に
よ
り
決

痛

定
し
ま
す
。

摘

-
一
人
一
講
座
を
原
則
と
し
、
第

時

一
希
望
講
座
が
定
数
を
超
え
第

心

二
希
望
講
座
に
余
裕
が
あ
る
場

報

合
は

、

第
二
希
望
に
振
り
替
え

広

ま
す

。

手亜 類 定数 経費

花づくり講座 40名
無料

菊づくり実践講座 40名

押し花講座 20名 2(5年060回0円) 

フラワーデザイン
30名

18 ，000円

講座 (年6回)

パイテク講座
40名 無料

(生産者、指導者対象)

<Q双，q-~<Q-.<Q吋:>><Q-.0'o<Q、



窓の籍P 
2月 10固までの届出分

お
誕
生
お
め
で
と
う

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

南野横河原志i川掌志津川 雷2 上富上樋樋 住

田 吾林古3 林口口 所

佃iFi佃 i 苦 ii 保護者忠明一 英之回 俊則一勉
5ち2 音実み2想人fと媛子:ζ幸子こi祐斗Tと 3も5 弘平::院配 り〈紀里iり 生出

児

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 育生
- ・・

31 30 30 30 27 14 14 13 11 10 日

Y 
砂満1歳

瀬川 繁くん (H9.3.22生)牛湖l
「いっち(22C22上機機獄事理くれ。
eÐ楽しくさ存ut6.tr c，大きく蹴ろうね。J

(父・篤記 母・美香)

南野南野横直志需見宣西田西国見言宮玄下横自 住
田田 岡窪岡窪百林 所

時事iE72枝2喜草野一 氏

東コー慶 一 芸英旦;{子 贋ーヨ色好恵 名
8475 47 73 71 82 82 52 88 61 69 97 86 年dT』3 
221  1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

8 6 30 30 29 28 27 25 24 23 22 16 14 

4満3歳
ゆか

津川祐香ち
(H7.3.31 生) 上村
r!Qる宅三σ3魁〈宅三σ)ë哲ペてC2つのつf) 、
ドキドキ…..s雪白ちfà. tiも発見してる。
元気υっIまりおおきく滋訪れ1J

(父・秀樹 母・八千代)

砂満3歳

萩山稔起くん
(H7 .3.1 生) 北野田

『元気獄事2ましい手(2怠っとねUJ
(父・知明 母・未歩)

満3歳までのお子様を募集しますl
J、J、JヘJ、JヘJ、r、r、r、~、~、J

掲載ご希望の方はお誕生月の前月 10日までに、写真に
保護者のコメントを添えて役場町民謀までお送り下さい。

日(曜) 行事名 時間場所日(曜) 行事名 時間場所

l同読書会(源氏物語講座) 113 : 00-15:30 町民会館婦人室 16(村移動図書館車運行 ー 14: 30-16: 30 拝志小学校

2(木) 育児相談教室 町民会館
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーー一一一ーー

育児相談教室 町民会館 17樹健康生活相談 9:00-11:00 役場保健婦室
3 幽ーーーー ーーー ーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーー ーーーーー

健康生活相談 9:00-11:00 役場保健婦室 移動図舎館車運行 ,.. " 114 : 30-16 ・ 30 上林小学校

4tt) 1 118仕)

l 燃やさないごみ(空き缶・金属類、ピン・ガラス類)を出せる日(全地区) 燃やさないごみ(空き缶・金属類、ピン・ガフス類)を出せる日(全地区)

S(日)粗大ごみ、燃やさないごみ(ペ外ボトル、その他)を出せる日 (横河原区のみ) 燃やさないごみ(ベットボトル、その他)を出せる日(横河原区のみ)

語量一両融一一一一ー福言語扇面下面白而 l畑) 争玄関思豆長二二二二二[~~~=二]二二二二
6伺)リハピリ教室 13:30-15:30 町民会館 当番医池川内科・神経内科 重信町志津川 S964-7787

7 附 離乳食学級
町立小学校入学式 2α月)I '(~;年 12月 . HI0年 1 月生まれの者) 113:30-1 5 :oo 町民会館

8同 移ーー動ー図ーー書ー館ーー車ーー運一行一ー(志ーー津ー川ーー、ーー八ー反ーー地ー、ーー西ー岡ーー、ー堀-一池一、牛ーで梯ーj 方ーー面ー)ーー 21ω 移動図書館車運イー丁 目 :30-14:30 北吉井幼稚関

fFfmEF:Ef骨芽賢一一一一一I]~ ~D_9二1_5~ Q~_IBI _ ~全ー哩 22同哩主5とそ予見竺号旦待費厚1&.亭空甲里l!Ili型里聖竪5全地ll&)
9(村重信中学校入学式 移動図書館車運行(志津川、八反地、西岡、堀池、牛測方面)

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー一ーーー

移動図書館車運行(上樋団地、播磨台団地、野田 1丁目、新村、北野田、南野田方面) 心配ごと相談所 13:00-15:00 町民会館

育児相談教室 吉井保育所 3歳児健康診査
ーーーーー一一ーーーーーーー一一一ー一一 ーー一一一一一 一一一一一一 23(木) I ~~'~-':="'=-;:;_~_-:-~ . ， ~ ,_ _~， 113:30-14:30 町民会館

ω倒栄養相談ー(要ーー予ー約ー)ー冨ー96ー4-ーー4ー17ー0ーーー 9ー・二00-11 :・ 場- --保健--婦-虫~r~'" L ~l!~年9月・ 10月生まれの者)
町立幼稚園入図式 移動図書館車運行(上樋団地、播磨台団地、野田 l丁目、新村、北野田、南野田方面)

移動図舎館車運行(上村、下村、上林方面) 育児相談教室 ー --J]曾主管支理ー
11凶 24~的栄養相談(要予約!~9_0-=-!~ ~O_ _ _ _I_ ~ ~0_0~1_1~ ~免場保健婦室
12(日) 欧ーーやーさーなーいーーごーみー(ーペー yートーボートールー、ーそーーのー他ーー)をー出ーーせーるー日ー(ー横ー河ーー原ー区ーーをー除ーーくー全ー地ーー区ー) 移動図書館車運行(上村、 下村、 ) 

当番医国立療饗所愛媛病院 重信町横河原宮964-2411 125凶

13伺) 燃やさないごみ(ベ外ボトル、その他)を出せる日(横河原区を除く全地区)

14ω 堅移動手図戸晃書容館f車H号運空行T(j山空之軍?内そそ、=樋り口押、一機I]~河F原二方l面FJ)則一一一一ー 26(日) 哩当主番医5五辻?J井q循竺環号鐸旦科1月・内号電科理・些小写児P科2号j重一信一町田一窪---冨E9-64-ー0一01一3 
15側 読一書ー会ーー(ー源ー氏ーー物ー語ーー講ー座ーー)ーーー ーーーー_ _U~ ~D_9ー-1ー5:3ー0 ー町ー民ー会ー館ー婦ー人-室 27侭) 巡ーー回ー健ーー康ー相ーー談一一〈一各一地一一区一〉一 3一0一日一同ー一ま一 で ーーーーーーーごコ百二ーーーーーーーー

移動図書館車運行 ~. 113 :30- 14 :30 重信幼稚園 リハピリ教室 3:30-15 ・ JUI 町民会館

人権相談所 l. 110 :00- 15:00 役場2階第l会議室 28ω 移動図書館車運行(山之内、樋口、横河原方面)

10か月児乳児相談 9 ・ 45-10 ・ 00 町 民 会館 29(秘 祝ーー日のーーたーめー、ー燃ーーやーすーごーみーのーー回ー収ーーをー休ーみーーまーすーー。 ーー--
16(木)1 (H9年6月生まれの者) 1 ， ..~ .~. 当番医藤石病院 重信町志津川面白k二1-i34l

4か月児健康診査 固定資産税第 1矧納期限
13 ・ 30-14:30 町民会館 3α木)ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー一一--ーーーーーー一一

(H9年 11月生まれの者) 水道使用料 (2 、 3月分)納期限

NTT四国電話帳側印刷⑤79ト02 重信町大字志津川972番地雷(089)964-2001 (代表)町民課編集愛媛県温泉郡重信町発行
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